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４H クラブとは４H クラブとは　 今 回 は、 西 当 別 地 区 に あ る
「大坪牧場」で酪農業をしつつ、
2022 年４月から４H クラブの
会長として活動する大坪慶樹さん
に話をお聞きしました。

一番身近な職業一番身近な職業

ここに書ききれないエピソードや写真は
当別町ホームページ「現代を活きる＋

プラス
」

でご覧ください。

大坪 慶樹大坪 慶樹さんさん

　当別町出身で、牛が近くにいる
環境で育ち、小さいころから親の
農作業を手伝っていました。牧場
を継ぐことを決意したのは、酪農
学園大学への進学時。自分に一番
身近な職業だったことが大きな要
因で、その頃から本格的に牧場の
手伝いを始めました。
　現在、乳牛を 40 頭飼育してお
り、育成中や子牛ではない 20 頭
から搾乳しています。搾乳量は
１頭当たり１日平均 25kg から
40kg。出産したタイミングや体
調によって量の増減があります。
作業は、忙しいとき以外は朝の６
時頃から始めて牛舎の掃除や餌や
りなどの軽い作業を行い、朝と夕
方に搾乳をしています。
　夏の農作業は乳牛の管理の合間
に行い、収穫した作物や野菜は
JA 北いしかりや道の駅などに卸
しています。

活動を通して、地域貢献や活動を通して、地域貢献や
より良い農業を！より良い農業を！

今後の目標は今後の目標は

　会長として、新型コロナウイル
ス流行前の事業を洗い出し、すべ
ての事業を行いましたが、メン
バーが年々減少し、事業を行うの
が困難になっているのが現状で
す。その現状を変え、活動の幅を
広げるためにもメンバーを増やす
必要があると感じました。今年の
３月末には任期を終えますが、そ
の後は相談役として、４H クラブ
に関わりたいと考えています。町
内の方で活動に興味がある方は、
ぜひ、参加をお待ちしております。
　今後の目標は、安心・安全な作
物を栽培するとともに、自宅前に
直売所を開き、直接消費者に届け
たいと思っています。
　また、子どもが認定こども園に
通っており、今年、田植えと稲を
収穫するための場所を園に提供す
る予定です。このような活動を通
して、園児たちに食育を学んでも
らいたいとも考えています。

　４H クラブは、20 代から 30
代の若い農業者が中心となって組
織され、身近な課題の解決や、よ
り良い技術を検討するためのプロ
ジェクト活動を行っています。
　当別町では、農業従事者や農協
職員、農業法人で働く人の合計
17 人で活動しています。

４H クラブでの活動４H クラブでの活動

　2023 年度の活動の中で、花卉・
さつまいも・ブロッコリーを題材
にメンバーを３つのグループに分
けて、勉強会を開催しました。そ
の後、「いしかりアグリフォーラ
ム 2023」にて、グループで取り
組んだ地域活動や技術改善の成果
を披露する「プロジェクト発表」
で、花卉のグループが優秀賞を受
賞。今年の１月末に行われる北海
道大会への進出を決めました。
　そのほか、札幌の地下歩行空間
での野菜や花卉の直売、阿蘇公園
で行われるビアパーティで、調理
した野菜の販売などを行っていま
す。また、天使大学のサークルと
の交流では、野菜の収穫体験を企

画し、収穫したさつまいもをス
イートポテト、かぼちゃはチーズ
ケーキにするといった加工にも挑
戦しました。

当別町 4H クラブ会長当別町 4H クラブ会長

当別町４H クラブのメンバー　当別町４H クラブのメンバー　


